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日本保育保健協議会

会長 三 浦 義 孝

本協議会は、 平成23年よリ一般社団法人となり、 平成27年からは日本保育

保健協議会と改名いたしました。 会員は、 園医のみならず、 一日を園児たちと

共に生活している保育士、 看護師、 保健師、 栄養士、 調理師、 園長、 行政関係

者などほとんどの職種を包含しています。

感染症は、 日常の小児科診療のなかで、 最も診察する機会の多い疾患のひと

つです。 免疫力の低い乳幼児では、 感染が拡大しやすく、 集団保育の場では有

効な感染予防対策が必要です。

日頃、 保育園や幼稚園の先生から、 「園医によって登園基準が異なる」 「いつ

まで休ませたらいいの」などと相談を受けることがあります。 保護者の不安を

少なくするため、 小児科医や保育士から子どもの感染症に関する適切な情報を

発信し、 対応し、 保護者に啓発することが大切です。

今般、 日本保育保健協議会感染症予防対策委員会編集の「保育保健における

感染症の手引き」が発刊の運びとなりました。 本書は、2018年に厚生労働省か

ら「保育所における感染症対策ガイドライン(2018年改訂版）」が発行された

ことを受け、 保育現場に求められる感染症と対策について、 保育関係者にわか

りやすくご理解いただくことを目的に作成されました。

最新の情報の下で、 利用しやすい内容で充実しています。 保育所で必要とさ

れる感染症の基礎知識とその対応が分かりやすくまとめられておリます。

本書の刊行にあたって、 監修された中島夏樹委員長をはじめ執筆と編集にあ

たられた諸先生方に心から感謝申し上げます。

園医の先生方はもちろん、 保育所・幼稚園・認定こども園に携わっている保

育士、 園長、 行政の方々は、 本書を読んでご活用して下さい。 そして、 これか

らの保育の現場に生かしていただければ幸いです。
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